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久田信行業績目録
（障害児講座）
１．論文
久田信行，成瀬悟策
定間隔くり返し動作と大脳準備電位
九州大学教育学部紀要（教育心理学部門），22巻1
号，1977年（11月），pp.53-60
久田信行，成瀬悟策
心理リハビリテイションにおけるスーパーヴィジョ
ン―あるスーパーヴァイジーの事例―
九州大学教育学部紀要（教育心理学部門），23巻1
号，1978年（6月），pp.37-44
久田信行
ダウン症幼児の始歩月齢と精神発達の水準に関する
研究―超早期療育を行なった群について―
リハビリテイション心理学研究，10巻，1981年a（3
月），pp.11-19
久田信行
軽度精神発達遅滞を伴う多動児へ動作訓練を適用し
た一症例
リハビリテイション心理学研究，10巻，1981年b（3
月），pp.21-29
久田信行
肢体不自由児における母子関係
理学療法と作業療法，16巻9号，1982年（9月），pp.
641-646
久田信行
母親による観察記録の分析に関する探索的研究
―Low IQ Autismの事例について―
リハビリテイション心理学研究，11巻，1983年（4
月），pp.27-41
久田信行
行動障害をもつ幼児の要求行動における動きとその
まとまり
国立特殊教育総合研究所 重複障害教育研究部，重
度・重複障害児の事例研究（第九集），1986年（2月），
pp.77-91
久田信行
行動障害を伴う重複障害幼児の動作学習過程の分析
―腕あげ動作の角運動パターンの検討―
国立特殊教育総合研究所研究紀要，13巻，1986年（2
月），pp.97-106
久田信行
障害幼児の親子関係への援助―母子の遊びへの援助
を中心に―
国立特殊教育総合研究所，特別研究中間報告書『障
害幼児の発達診断と教育的処遇に関する研究』，1987
年（3月），pp.47-53
久田信行
?展望>多動をめぐって ―教育・心理学の立場か
ら―
発達障害研究，9巻2号，1987年（7月），pp.90-97
川住隆一，松田 直，久田信行，平井 保，落合俊
郎，大坪明徳
生命活動の脆弱な重度・重複障害児への教育的対応
について ―死亡事例調査を通しての検討―
国立特殊教育総合研究所研究紀要，16巻，1989年（2
月），pp.67-74
久田信行
障害幼児の母子遊び指導の一方法 ―養育訓練の課
題の検討―
国立特殊教育総合研究所教育相談年報，11号，1990
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年（1月），pp.23-33
久田信行，滝坂信一
ダウン症としては中等度の発達水準を示し地域の保
育園から特殊学級へ入学したH事例
国立特殊教育総合研究所，特別研究報告書『障害幼
児の発達診断と教育的処遇に関する研究』，1990年
（2月），pp.24-26
久田信行
養育訓練における連環的相互活動の研究―繰り返し
活動への働きかけを行った事例から―
国立特殊教育総合研究所研究紀要，18巻，1991年（2
月），pp.125-133
 
HISATA,Nobuyuki An Investigation of the Dohsa-hou for Mentaly Retarded Children with Hyperactive Behavior:A Case The Journal of Rehabilitation Psychology,
Vols.ⅩⅦ，ⅩⅧ，ⅩⅨ（合併号），1992年（2月），
pp.115-121
久田信行
母親に遊びを指導した事例 ―養育訓練における母
子相互交渉の詳細記録を通して―
国立特殊教育総合研究所 重複障害教育研究部，重
度・重複障害児の事例研究（第十六集），1992年（9
月），pp.66-81
久田信行
障害児指導実践における研究方法論の検討 ―事例
研究と研究を含んだ実践―
群馬大学教育実践研究，12号，1994年（3月），pp.
283-299
久田信行，富樫 裕
学生の評価からみた教育実習の実態と課題 ―平成
5・6年度の教育実習自己評価の結果から―
群馬大学教育実践研究，12号，1995年（3月），pp.
213-226．
久田信行，齋藤秀俊
発達障害児のためのPlay技法の検討（1） ―遊びの
位置づけを巡って―
群馬大学教育実践研究，13号，1996年（3月），pp.
187-197
久保田まり，久田信行
医療系教育の臨床実習における臨床指導者の指導行
動に関する学生の認知：実習前・実習後の調査より
群馬大学教育実践研究，19号，2001年（3月），pp.
108-114
山田 功，松島伸明，坂下裕矢，矢田拓也，細井盛
一，白倉賢二，久田信行
車椅子利用時に感じる不安に関する一考察
日本機械学会論文集(C)編，第70巻，第693号，2004
年（5月），pp.1332-1340
山田 功，松島伸明，坂下裕矢，矢田拓也，細井盛
一，白倉賢二，久田信行
スロープを横切る場面における車椅子使用時に感じ
る不安の推定
日本機械学会論文集(C)編，第71巻，第707号，2005
年（7月），pp.235-243
久田信行
盲唖学校の成立と山尾庸三 ―吉田松陰の思想と時
代背景―
群馬大学教育実践研究，26号，2009年（3月），pp.
89-100
久田信行
（巻頭提言）自立の道筋と自立をせかすこと ―自
己制御と自己遂行への着目―
信濃教育，第1475号（平成21年10月号），2009年
（10月），pp.1-8
久田信行
国際生活機能分類（ICF）の基本的概念と評価の考え
方 ―『生活機能』と『潜在能力』を中心に―
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群馬大学教育実践研究，28号，2011年（3月），pp.
179-191
久田信行
［論説］特別支援教育の進展と発達障害児に対する
支援
特別支援教育研究，5月号，2013年（5月），pp.2-6
久田信行
盲唖学校の成立と山尾庸三（補遺）
群馬大学教育実践研究，31号，2014年（3月），pp.
117-126
２．著書・訳書
成瀬悟策編『動作訓練入門』
心理リハビリテイション研究所発行，全174頁，1976
年（3月）
第12章，「発声・発語動作のむずかしさ・見方」（pp.
115-124）を執筆
成瀬悟策編『心理リハビリテイションの進歩』
心理リハビリテイション研究所発行，全146頁，1979
年（11月）
「発声・発語動作のむずかしさ・見方」（pp.83-87）
を執筆
高松鶴吉監修『入門障害児保育の原理』
学習研究社，1981年（10月），全250頁，
第Ⅵ章，「情緒に障害をもつ子の理解と保育」（pp.175
-208）を執筆
成瀬悟策編『心理リハビリテイションの展開―精神
の発達と活性化への働きかけ―』心理リハビリテイ
ション研究所発行．全200頁，1982年（10月）
「重度精神遅滞を伴う自閉症児の動作訓練 ―いわ
ゆるLow IQ Autismの一症例―」（pp.57-69）を執
筆および，「動作訓練による多動児の行動変容」（pp.
91-98）を山田幸代・瀧本和子・久田信行・大原美智
子・鮎川淳子で執筆
翔門会編『現代心理学への提言』
九州大学出版会，全566頁，1984年（6月）
「障害幼児をもつ親の見方について」（pp.270-278）
を執筆
成瀬悟策編『障害児のための動作法』
東京書籍，全234頁，1984年（6月）
第5章「母親トレイナーによる動作法」（pp.126-144）
を執筆
成瀬悟策編『発達障害児の心理臨床』
九州大学出版会，全373頁，1985年（4月）第5章，
第1節「多動児の概説」（pp.221-249）を執筆
村田 茂監修『発達を促す指導のコツ』
学苑社，全300頁，1987年（2月）
第2章，第15節「口・舌の動かし方がへたな子」，
第16節「発声・発語の困難な子」（pp.96-106）を執
筆
日本精神薄弱者福祉連盟（藤島 岳他）編，『発達障
害療育訓練ハンドブック第1集』
日本精神薄弱者福祉連盟発行，全160頁，1988年（3
月）
「多動への対応」（pp.54-58）を執筆（他に英語・中
国語版あり）
翔門会編『動作とこころ』
九州大学出版会，全652頁，1989年（2月）第Ⅰ部，
第3章，第2節「心理リハビリテイションにおける
養成や研修のあり方をめぐって」（pp.148-156）を執
筆
日本精神薄弱者福祉連盟（冨安芳和他）編『発達障
害療育訓練ハンドブック第3集』
日本精神薄弱者福祉連盟発行，全156頁，1990年（2
月）
第2部，第7節「指しゃぶりの激しい子ども」（pp.85-
91）を執筆
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坂本龍生他編『障害児指導の方法』
学苑社，全362頁，1990年（9月）
「脳性運動障害児のための動作訓練法」（pp.97-104）
を執筆
坂本龍生編『発達障害臨床学』
学苑社，全301頁，1992年（3月）
第Ⅰ部，第7章「重症心身障害児の行動理解の方法」
（pp.74-85）を執筆
成瀬悟策編，臨床動作法シリーズⅡ『教育臨床動作
法』
現代のエスプリ別冊，至文堂，全264頁，1992年（11
月）
「学習障害児のための動作法―学習障害概念とマイ
ナーな障害の発想―」（pp.235-244）を執筆
細村迪夫編著（養護・訓練指導ハンドブック）『日常
生活動作・作業動作の指導方法』
学習研究社，全157頁，1993年（10月）
第1章「日常生活動作・作業動作の指導」（pp.8-14）
を執筆
成瀬悟策編，『実験動作学』
現代のエスプリ別冊，至文堂，全256頁，2000年（1
月）
「動作に伴う高次中枢神経活動と実験動作学」（pp.
63-85）を執筆
［翻訳］
ホルト，K.S.編，成瀬悟策訳編『児童発達の動作学』
誠信書房，全228頁，1978年（12月）
第2部，第5章，アン・ハリソン著「神経・筋制御
の構成要素」（pp.44-64），を安部恒久と共同で翻訳
３．その他
久田信行・中西 正「精神遅滞学齢児の現症と初期
運動発達との関連についての調査研究」，1982年（2
月），pp.29-35．
厚生省『昭和56年度長期疾患療育児の養護・訓練・
福祉に関する総合的研究』研究報告書
久田信行・中西 正・蒲原一夫「精神遅滞学齢児の
現症と初期運動発達との関連についての調査研究
（2）」，1983年（2月），pp.59-63．
厚生省『昭和57年度長期疾患療育児の養護・訓練・
福祉に関する総合的研究』研究報告書．
久田信行「運動・動作に注目した重症心身障害児の
指導―感覚を重視した方法との比較から―」1992年
（3月），pp.3-7．
平成2～3年度 日本学術振興会 国際共同研究報
告書『重症心身障害児の教育方法の開発に関する国
際共同研究―身体の動きを媒介としたコミュニケー
ション能力の開発に焦点をあてて―』（研究代表者
笹本 健），報告書．
久田信行，藤田継道，高木潤野，奥田健次，角田圭
子「Selective mutismの訳語は『選択性緘黙』か『場
面緘黙』か？」
不安症研究，第6巻，第1号，2014年（9月），pp.4
-6．
［事典］
小出進編「発達障害指導事典」
学習研究社，全717頁，1996年（8月）
「運動療法」（pp.47-48），「重複障害」（pp.461-463），
「重複障害の指導原理」（pp.463-464），「動作」（pp.
490-491），「動作法」（pp.491-493）の各項執筆
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